^ 警告 


ま全のために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されていま 
す。しかし、電気製品はすべて、まちびった使いか 
たをすると、火災や感電などによ0人身事故になる 
ことびあり危険です。事故を防ぐために次のことを 
必ずお守0 ください。 


• ままのためのミ主意事頃を巧る。 

この「安全のために」のま意事項をよくお読みくだ 
さい。 

•が障した6使わない。 

•万一、異ちが起をた6 

お買い上げ店またはソニーヴービス窓口に修理を 
依頼する。 


警告表示の意味 

取扱説明書及び製品では、次のよラな表示をして 
います。表示の内容をよく理解してか5本文をお 
読みください。 

I ^ R な 1 しの表ののま忌事項を守 b ない 
1/ へ 7U 快 I と、火災、感電、破裂などによ 
0死亡や大けがなどの人身事故 
び生じます。 


A 警告 


この表示のを意事項を守5ない 
と、乂災や人身事故の原因とな 
0ます。 


一:この表おのを意事項を守5ない 
|/!\を思 I と、けびをしたり周辺の家財に 
損害をちえた0することびあり 
ます。 


行為を禁止する記号 


0 

禁止 


A 警告 1 交通まをのために 

運拓中は巧用しない 

自転車やバイク、自動車などの運転中は へッ ドホンは 
絶対に使わないでくだをい。 交通事故の原因となりま 
す。 

周囲の音び聞こえないとを巧な場所では 
使用しない 

歩行中でち音量を上げすざるとまわ0の音げ聞こえ 
なくなり危険です。 

また、このへッドホンは周囲の音を低減するタイプ 
ですので、警告音などち聞こえにくくな0ます。 

踏み切りや横断歩道、駅のホーム、車の通る道、エ 
事現場など、周囲の音び聞こえないとち険な場所で 
は使わないでください。 


0 P 

禁止 - 


み直思 I 

大音量で長時巧つヴけて聞をすさない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて聞 
くと、聴力に悪い影響を与えることびあります。 

耳を守るため、音量を上げすぎないよラにごを意くださ 
い。 



はじめか6ボリユームを上げすぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることがあ0ます。 
接続した機器のボリユームは徐々に上げましよラ。 
とくに、 MD 、 CD や DAT など、雑音の少ないデジタ 
ル機器を聞くときにはごを意ください。 



電池にごいての 
まを上のごを意 

液漏れ•破裂•発熱•巧义-誤软による 
大けがや失明を避けるため、下記の注意事 
項を必ずお守りください。 



乾電池が液漏れしたとき 

乾電池の液が漏れたとをは素手で液をさわ5な 

い 

液び本体内部に残ることびあるため、お客様ご 
相談センターまたはソニーサービス窓口にご相 
談ください。 

液び目に入ったときは、失明の原因になること 
びあるので目をこす5ず、すぐに水道水などの 
きれいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を 
受けて < ださし、。 

液が身体や巧服についたときち、やけどやけび 
の原因になるので、すぐにされいな水で洗い流 
し、皮膚に炎症やけびの症状びあるときには医 
師に相談してくださし、。 


A 警告 


• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の 
手の届<ところに置かない。万び一飲み込んだ場 
をは、窒息や胃などへの障書の原因になるので、 
直ちに医師に相談する。 

• 機器の表示にをわせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しなし、。 

• コイン、キー、ネックレスなどの責金属類と一緒 
に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いさった電池は取りはずす。長時間使巧しない 
とさわ取りはずす。 

• 新しい電池と使巧した電池、種類の違ラ電池を混 
ぜて使わない。 


风; i 思 I 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ•炎天下の車 
中など、高温の場所で使用•保管•放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたり 
しなし、。 

• 指定された種類し分かの電池は使用しなし、。 


落とした0ぶつけたりしない 

故障の原因とな0ます。 

0 

禁止 


肌に台わないと感じたとまは、巧わない 

医師まにはソニーご相談窓□へご相談ください。 

0 

禁止 


SONY. 


3-259-843-04(1) 


ステレオベッドホン 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

電気製品は安全のためのミ主意事項を守らないと、火災や 
人身事故になることびあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い 
かたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全に 
お使いください。お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず 
保管してください。 

MDR-G94NC 


A 警告 


© 2003 Sonv Corporation Printed in China 


保証書とアフターサービス 

保話書 

• この製品には保証書び添付されていますの 
で、お買い上げの際お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめ 
のラえ、大切にイ呆存してください。 

• な証期間は、お買い上げ曰よ01年間です。 

マ'ミモ意 

この製品に付属している保証書は、日本国内 
でのみ有効です。 

曰本外の国では、保証書に記載されている 
無償修理規定は適用されません。 

を到召 

叫句 I 晉却を刮刮ぞ马右义音ヲ]■置■ち苦叫 I 
イ巧み豆音叫坤. 

附註 

隨本產品提供的保證書僅在日本有效。 

Note 

The Warranty card supplied with this product is 
valid only for Japan. 


主な特長 

• ネックバンド型へッドホン（へッドホン本 
体にノイズキャンセ U ング回路を内蔵)。 

• ずり落ちにくく安定したかけむ i 也のネック 
バンド方式。ヘアスタイルの乱れを気にな 
りません。 

• 周囲の騒音を1氏減し、音量を不要に上げず 
快適に楽しめるノイズキャンセ U ング機能 
搭載。 

• U モコン接続に最適なコード長50 cm 
(1 m 延長コード付属)。 

• 絡みにくく断線にも強い巧卷きコード採 
用。肌に独れてを気になりません。 

• 携帯-収納に便利な手のひらサイズの巧り 
たたみ式。 

• 音の解像度を高める高磁カネオジウムマグ 
ネット巧00 kJ / m 3) 採用。 


主な仕様 


アフターサービス 

調テが悪いとをはまずチェックを 

この説明書ををラー度ご覧になってお調べ< 
ださい。 

それでち具合の悪いときは 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓 
□のご案内」にあるお近くのソニーサービス 
窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳しくはな証書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要 
望により有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではへッドホンの補修用性能部品（製品 
の機能を維持するために必要な部品）を、製 
造巧ち切りを6年間保有しています。この部 
品な有期間を修理可能期間とさせていただを 
ます。な有期間び経過したあとを、故障箇所 
によっては修理可能の場合びありますので、 
お買い上げ店またはサービス窓□にご相談く 
ださい。 


-般仕様 


形式 

オープンエアダイナ吉ック型 

ドライパーユニット 

30 mm 、 ドーム型 （CCAW 
採用） 

最大入力 

100 mW 

インピーダンス 

240 (ON 時、"！ kHz にて） 
45 n ( OFF 時、1 kHz にて） 

音圧感度 

100 dB/mW ( ON 時） 

98 dB/mW ( OFF 時） 

再生周波数帯域 

30 〜15,000 Hz 

雑音抑圧周波数帯域 

日〇〜1,200 Hz 

雑音抑圧量 

lOdBi ； (上 （300 Hz にて） 

コード 

0.5 m OFCU ッツ線 

電源 

DC 1 .日 V (単 4 形乾電池 X 1) 

質量 

約8日 g (単4お乾電池を含む) 

プラグ 

金メッキステレオミニプラグ 

付属品 

単4形乾電池（1)、延長コー 
ド（金メッキステレオミニ 
ジ ヤッ クト■►金メッキ L 型ステ 
レオミニプラグ、1 m )、 取 
扱説明書（1)、ソニーご相談 
窓口のご案内（1)、保証書 
(1) 


本機の仕様および外観は、改良のにめ予告なく変 
要することびありまずび、ご了承ください。 


• http://www.sony.co.jp/SonyDrive/ 

お客様ご相談センター 

■ナビダイヤル . aao 已 70-00-33 11 

(を国どこか S で它市の通話料でご利用いただけます） 

•携帯電話 • PHS でのご利用は03-已 448-33 11 

(ナビダイヤルがご和曲でをない場をはこち S をご利田 < ださい） 

• FAX . 046巨-3 1-2595 

受付時間：月~金 9:00-20:00 ± '日' 祝日 9:00-17:00 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 


ソニー巧巧さ社干 108-007 日 東京都 港区港面 1-7-1 













^ 準備 


► ほいかた 


► その/汝 


へツドホンに乾電池を 
入れる 


音楽を聞< 

1聞きたし、 AV 機器にコードを接続する。 


1 ヘッドホンち側のキャップを取りはず 


ず。 



キヤップにある A マー 
クの裏側にあるツ^ 
にか所）を1つずつ持 
ち上げるようにはずす 


2 付属の単4お乾電池を入れる。 



3 キャップを取り付ける。 



キャップの下部を溝に合わせて 
(®) から、 A マークの畫側にあ 
るツ乂 にか所）をはめる（⑥） 


乾電池の持続時間 


乾電池の種類 

持続時間 

ソニー単4形アルカリ乾電池 
LR03/AM-4 CN) 

約40時間 

ソニー単4形マンガン乾電池 
R03/UM-4 (NU) 

約20時間 

*11 kHz、 1 mW+1 mW 入力時 


が周囲の温度や使巧状態により、上記の持続時間と異なる 
場をびあります。 

乾電池の交換時期 

乾電池が消耗してくると、ヘッドホンのち側 
にある POWER ランプが暗くなってきます。 
また、ノイズキャンセ U ング効果ちなくなり 
ます。その場合、乾電池を新しいものと交換 
して < ださい。 


MD ウオークマンや CD 
ウオークマン、ウオーク 
マン*に 付属のステレオ S 
ニプラグ対応リモコンに 
つなぐとさ 


ドホン 



CD ウ オーク マン 
など 


延長コード（付属) 



ステレオ S ニプラグ対応の MD 


ウォークマンや CD ウオークマン、 
ウオークマン+に直接つなぐとさ 


"ウオークマン"、 "WALKMAN" はヘッドホンステレオ 
商品を表すソニー株式会社の登録商標です。 


2 POWER スイッチを 「 ON 」 にずる。 

POWER ランプび赤く点なします。 

環境ノイズび低減され、 「 OFF 」 のときよ0も 
かさい音量で、より明瞭に音楽を聞くことびで 



3 へッドホンをかける。 

® コードを左側にして、ネックバンドを首に 
かける。 



@左耳を®の印の付いた側のイヤーパッドと 
ネックバンドの間にはさみ、ち耳は®の印 
のついた側のイヤーパッドとネックバンド 
の間にはさみます。 

③ちにぴつた0合ラよラに、ネックバンドの 
角度を調整する。 


イヤーパッドの位置も合わせて調整してく 
ださし、。 



4 接続した AV 機器の電源を入れる。 

お使いになったあとは 

POWER スイッチを rOFF 」 にしておいてく 
ださい。 


ご注意 

• ノイズキャンセリング機能は主に低い周波数帯域の音の 
ノイズを打ち消すちので、高い周波数帯域の音に対して 
は効果はありません。また、すべての音び打ち消される 
わけではありません。 

• へッドホンのマイク部を手などで覆わないでください。 

ノイズキャンセリング効果びなくなることびあります。 

• ヘッドホンのマイク部分を手などで覆うと、ピーという 
音（八ウリング）び出ることびあります。 

このよラな場合は、マイク部分から手を離してくださ 
い。 



マイク部分 


• ヘッドホンのかけ方によっては、ノイズキャンセリング 
効果び減少することびあります。 

• POWER スイッチを 「OFF」 にしたままでも音声を聞く 
ことびで定ます。このとを、ノイズキャンセ U ング機能 
は働かず、環境ノイズは低減されません。 


へツドホンのたたみかた • 
広ばかた 

広げかた 

図のよラに両方を開いてからネックバンドの 
半分を上げて広げます。 



たたみかた 

図のよ5にネックバントの半分を下ろしてか 
ら折りたたみます。 



ごを意 

• 下図のように両側にひっぱって広げないで 
<ださい。 



• 目や顔などに、ネックバンドの先端部びぶ 
つからないよラにごを意ください。 


使用上のご注意 

本機は、ノイズキャンセリング機能を搭載し 

たへッドホンです。 

ノイズキャンセリング機能とは 

外部の環境ノイズ（乗り物内の騒音や室内の 

空調音など）と逆位相の音を出すことで環境 

ノイズび低減して聞こえる機能です。 

• 静かな場所やノイズの種類によっては、ノイ 
ズキャンセ U ング効果び感じられない、また 
はノイズび大きくなると感じ日れる場合びあ 
りまず。このような場合は POWER スイッチ 
を 「 OFF 」 にしてお使いください。 

• POWER スイッチを 「 ON 」 にずるとサーと 
いラ音びしますび、これはノイズキャンセ 
U ング機能の動作音で故障ではありませ 
ん。 

• ノイズキャンセリング機能は、乗り物や空 
調などの巧い周波数帯域のノイズを巧ち消 
すをので、高い周波数帯域のノイズに巧し 
ては効果はありません。 

• 自動車、バスなどでご使用の場合、路面状 
況によっては、ノイズび発生することびあ 
ります。このような場合は、 POWER ス 
イッチを 「 OFF 」 にしてお使いください。 

取り扱い上のごま意 

• このへッ ドホンは、力を加えたり重さを加 
えたりしたまま長時間放置すると、変形し 
てしまラ恐れびあります。保管するとさは 
変形しないよラにしてください。 

•落としたりぶつけたりなどの強いショック 
を与えないでください。 

• ユニッ ト部はていねいに扱ってください。 

•湿気やほこり、ミ由煙、湯気のをい場所や直 
射日光のあたる場所には置かないでくださ 
しん故障の原因となります。 

• 常に良い音でお聞をいただくために、プラ 
グを時々柔らかい巧でからぶさし、清潔に 
なってください。 

• 巧れは、乾いた柔らかい巧でふを取ってく 
ださい。その際、 ユニッ ト部に息を吹さか 
けることはしないでください。特にプラグ 
部分を巧れたままにしておくと、音質び悪 
くなったり、音びとざれたりすることびあ 
ります。 

• へッドホンを巧りたたむとさは、指を挟ま 
ないよラにミ主意してください。 

• イヤーパットは長期の使用、保存によって 
劣化する恐れびあります。 

• イヤーパットは消耗品です。破損したら交 
換してください。 


イヤーパッドは消耗品でず。破損したら、お 
買い上げ店または添付の「ソニーご相談窓口 
のご案内」に記載されているお近くのソニー 
サー ビス窓 □へお問い合わせの上、 お取り寄 
せ < ださい。 


万一故障した場合は、内部を開けずに、お客 
様ご相談センターまたはお買い上げ店にごネ目 
談ください。 


巧障とお考えになる前に 

音が出ない。 

—►へッドホンと AV 機器との接続を確認する。 

—►へッドホンにつないだ AV 機器の電源び 
入っているか確認する。 

—► つないだ AV 機器の音量を上げる。 

音がひずむ。 

—► つないだ AV 機器の音量を下げる。 

^へッドホンの乾電池を交換する。 

電源が入！5ない。 

^へッドホンの乾電池を交換する。 

ピーといラ音（八ウリング）が出る。 

一へッドホンのマイク部分を手などで覆ってい 
ませんか？ 

手を離してみてください。 










